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【令和２年度 学校法人金沢文化学園 事業報告書】 
 本学園の教育目標は｢一定数の熱狂的なファンに支持されるブランドやショップのオーナー(社会・企業から

歓迎される人財)の育成｣で、その実現に向けて、教職員一丸となって、日々の職務に臨んでおります。令和２

年度はアパレル造形デザイン科(３年制)、アパレル基礎科(２年制)、ファッションビジネス科(２年制)の３学

科編成で、令和２年４月１日現在で、学生の総在籍者数が８０名、それに対し、教職員１１名体制で事業運営

を開始し、令和３年３月３１日(日)現在で、学生の総在籍者数７０名に対し、教職員１０名体制で終えており

ます。退学者はアパレル造形デザイン科１年生２名、アパレル基礎科１年生２名、ファッションビジネス科１

年生５名、ファッションビジネス科２年生１名、また、休学者は３名となりました。退学者の退学時期に関し

ては特に７月と年度末に集中しました。昨年同様、保護者も巻き込み、何度も面談を行って、色々と手は尽く

しましたが、残念ながらこの結果となりました。特にファッションビジネス科１年生に関しては全員男性で、

４-５月のコロナ休校期間(４-５月はオンライン講義を実施し、６月から１クラス２分割して曜日スライド登校

で対面授業とオンラインの併用、９月からは全員登校し対面授業)を含め、学習意欲を維持させられなかったこ

とが大きな要因です。先述の通り、４-５月は休校と致しました。つまり、4/3の入学オリエンテーション後９

月まで学生は自分以外の学生全員と会って話す機会を奪われました。研修旅行や球技大会は全て中止、また、

卒業･進級作品展は学科･学年で分散開催、毎年恒例のファッションショー形式での発表を展示とプレゼンテー

ションに変更しました。話しは変わって、進路指導においては卒業年次生２９名中、就職希望者２９名。その

うち、内定者２８名でした。コロナの影響を非常に心配してはおりましたが、昨年度に引き続き、ユナイテッ

ドアローズ総合職、オンワード樫山パタンナー、ハニーズ企画職をはじめ、７割程の学生が第一希望の企業に

内定することが出来ました。ただ、令和３年度の就職活動にはコロナの影響が非常に大きく出ておりますの

で、令和３年度の進路指導結果は非常に厳しいものとなる予想です。令和３年度はアパレル造形デザイン科、

アパレル基礎科(令和３年度入学生以降募集しない)、ファッションビジネス科の３学科体制で、学生の総在籍

者数が７４名、昨年５月１日対比△６名、それに対し１０名の教職員体制で、「総在籍者数１００名スクール」

の早期実現に向けて事業運営に当たっております。令和３年度もこれまで同様、本校の教育目標『社会･企業か

ら歓迎される人財の育成』のために必要なカリキュラムを構成致しました。その中でも核となる授業(コア授

業)を設定し、下記の通り、年度末の卒業･進級作品展･ショー･物販にてそれらの成果物発表を行います。 

○アパレル造形デザイン科３年：前期は中能登町の繊維･ファッション関連団体｢テクシる｣との協業を実施しま

す。同団体が１１月にジャパンクリエーションにて初披露する新素材を活用したガーメントの製作を中島講師

の指導の下、進めます。同じく中島講師の指導の下、後期はＡＫＥＲＵをテーマにした衣装を４チーム分かれ

て製作し、令和２年度同様に、金沢２１世紀美術館地下１階にて令和４年２月に展示会とコンペティションを

実施します。 

○アパレル造形デザイン科２年：アパレルＭＤという授業ではマーケティングからコンセプト立案、マーチャ

ンダイジング、デザイン、製図、縫製までを行い、最終的に、ＨＡＲＭＯＮＩＥにて令和４年３月に物販を実

施します。 

○アパレル造形デザイン科･アパレル基礎科１年：１年間で学習した様々なスキルを活用して｢ＢＡＴＯＮ｣とい

うテーマでワンピースを製作し、金沢２１世紀美術館地下１階ホールにて展示会を実施します。 

○ファッションビジネス科２年：リテールビジネスプランニングという授業ではマーケティングからコンセプ

ト立案、マーチャンダイジング、デザイン、リメイクまでを行い、ＨＡＲＭＯＮＩＥにて令和３年１０月末と

令和４年２月に物販を実施します。 

○ファッションビジネス科１年：１年間で学習した様々なスキルを活用して｢ＷｏｒｄＲｏｂｅ｣というテーマ

で貫頭衣を製作し、ＨＡＲＭＯＮＩＥにて令和３年２月に展示会を実施します。 

 進路指導については令和３年度卒業見込学生数が２４名、就職率は１００％を目指し指導に当たっていま
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す。しかしながら、コロナの影響が大きく、一部の企業が採用しない、若しくはするとしても令和２年度比

1/2、1/3になるとのこと(令和２年度末ヒアリング結果)です。５月１０日現在、内定を得ている者はまだ１人

もおりません。非常に厳しい状況ですが、令和２年度同時期も同様の状況(１名内定)でしたので、引き続き、

学生の指導に全力で当たります。懸案事項についてはその時の経営状況に鑑み、優先順位の高いものから随時

対応して参ります。 
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